
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�

社会

�

 

実施し、全国の

の活性化を図ることを目的としています。

 

数値目標を

がら事業を実施（

点は

JR

� 都市

都市再生整備計画事業

JR

社会資本整備総合交付金

� 都市

 都市再生整備計画事業は、

実施し、全国の

の活性化を図ることを目的としています。

 都市再生整備計画事業では

数値目標を

がら事業を実施（

点は速やかに

Ｐ 
都市再生整備

lan 

 地域の特性を踏まえ、

まちづくり

標を実現するため

施する各種

載した都市

画を作成し、社会資本総

合整備計画に記載

す。 

JR 和泉府

JR 和泉府中

周辺地区（

 

【事業期間

H20～24

JR 和泉
周辺地区

都市再生整備

都市再生整備計画事業

JR 和泉

資本整備総合交付金

都市再生整備

都市再生整備計画事業は、

実施し、全国の都市の再生を効率的に推進することにより、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会

の活性化を図ることを目的としています。

都市再生整備計画事業では

数値目標を達成するために必要な事業

がら事業を実施（Do）し

速やかに改善（A

再生整備計画の作成

 

の特性を踏まえ、

まちづくりの目標と目

標を実現するために実

施する各種事業等を記

都市再生整備計

画を作成し、社会資本総

合整備計画に記載しま

府中駅周辺地区の経過

府中駅 

（1 期） 

事業期間】 

24 年度 

和泉府中駅 
周辺地区（2 期） 

 公表

再生整備計画

都市再生整備計画事業

和泉府中駅周辺地区（

資本整備総合交付金

再生整備計画

都市再生整備計画事業は、地域

の再生を効率的に推進することにより、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会

の活性化を図ることを目的としています。

都市再生整備計画事業では、地域が抱える

するために必要な事業

o）し、交付期間終了時に目標の達成度を評価（

Action）する

の作成 事業

D 

の特性を踏まえ、

の目標と目

実

を記

再生整備計

画を作成し、社会資本総

しま

 都市

基づき、

標達成に必要な事業を

実施します。国は

毎に

す。

中駅周辺地区の経過

都市再生整備

Plan 平成

 公表 

平成 24

事後評価

計画事業

都市再生整備計画事業

府中駅周辺地区（

資本整備総合交付金

計画事業とは？

地域の歴史・

の再生を効率的に推進することにより、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会

の活性化を図ることを目的としています。

、地域が抱える

するために必要な事業を記載した都市再生整備計画を作成（

、交付期間終了時に目標の達成度を評価（

）するという一連

事業の実施 

 o 

都市再生整備計画に

基づき、まちづくり

達成に必要な事業を

実施します。国は

毎に交付金を交付しま

す。 

中駅周辺地区の経過>>

再生整備計画の作成

平成 24 年度

24 年度 

事後評価 

業の流れ

都市再生整備計画事業

府中駅周辺地区（

資本整備総合交付金 

事業とは？

・文化・自然環境

の再生を効率的に推進することにより、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会

の活性化を図ることを目的としています。 

、地域が抱える課題やまちづくり

記載した都市再生整備計画を作成（

、交付期間終了時に目標の達成度を評価（

一連のサイクルを導入しています。

再生整備計画に

まちづくりの目

達成に必要な事業を

実施します。国は、年度

金を交付しま

>> 

の作成 

年度 

事業

Do 

流れ 

都市再生整備計画事業

府中駅周辺地区（

 

事業とは？ 

自然環境等の

の再生を効率的に推進することにより、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会

まちづくり

記載した都市再生整備計画を作成（

、交付期間終了時に目標の達成度を評価（

のサイクルを導入しています。

C heck

事後評価

 交付

間）の

年度又は交付期間翌年

度）に目標

を把握するため

評価を実施し、

等について公表

事業の実施（事業期間）

 平成 25～

都市再生整備計画事業 

府中駅周辺地区（

等の特性を活かした個性あふれるまちづくり

の再生を効率的に推進することにより、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会

まちづくりのビジョンに基づき、

記載した都市再生整備計画を作成（

、交付期間終了時に目標の達成度を評価（Check
のサイクルを導入しています。

heck 

評価 

交付期間（3 年～

の終了時（交付

年度又は交付期間翌年

目標の達成状況

を把握するための

評価を実施し、その

等について公表します。

の実施（事業期間） 

～29 年度 

事後評価による

Check 平成

 事後評価

府中駅周辺地区（2

を活かした個性あふれるまちづくり

の再生を効率的に推進することにより、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会

のビジョンに基づき、

記載した都市再生整備計画を作成（Plan
heck）すると

のサイクルを導入しています。 

～5 年

（交付最終

年度又は交付期間翌年

の達成状況等

の事後

その結果

します。 

 

評価による検証

平成 30 年度

Action 

 公表 

事後評価

2 期）

を活かした個性あふれるまちづくり

の再生を効率的に推進することにより、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会

のビジョンに基づき、まちづくり

lan）し、成果

）するとともに、必要な改善

A ction

必要な改善策

 事後評価

証された結果を踏まえ、

新たに浮き彫り

た課題への対応策を検

討し、今後

（次期計画等）に活かし

ます。 

検証 

年度 

改善策の検討

Action 平成 31

事後評価 

期） 

を活かした個性あふれるまちづくり

の再生を効率的に推進することにより、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会

まちづくりの目標や

、成果を意識しな

ともに、必要な改善

ction 

改善策の実施 

評価によって検

証された結果を踏まえ、

浮き彫りになっ

への対応策を検

今後のまちづくり

（次期計画等）に活かし

策の検討 

31 年度以降

 

を活かした個性あふれるまちづくりを

の再生を効率的に推進することにより、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会

の目標や

意識しな

ともに、必要な改善

 

よって検

証された結果を踏まえ、

になっ

への対応策を検

づくり

（次期計画等）に活かし

以降 

�

�

12

� 

�

�

�

大目標

� 事後

� 事後評価における

6 月

7 月

～ 

10 月

11 月

12 月～1 月

3 月

 都市

� まちづくり

� 地域の現状と

� まちづくり

大目標 安全

目標 1 

目標 2 

・一体

交流活動を担うまちづくり
・駅前主要

図り、和泉府中駅周辺地区一体の賑わい

・JR

保健所・

・しかし

空き店舗が目立ち始めるなど、

・同地区においては、

事業

事後評価（Check

評価における

実施

効果

今後

事後

評価

最終

月 

月 

～ 

月 

月 

月 

月 

再生整備計画

づくりの目標

の現状とまちづくり

まちづくりの課題

安全で快適な和泉市の玄関として

 
都市基盤
快適性の

 
施設更新する観光情報ステーションを情報発信源と
を促進するまちづくりを進める

・一体的な地域整備に

交流活動を担うまちづくり
・駅前主要道路の整備や駅前

図り、和泉府中駅周辺地区一体の賑わい

JR 和泉府中駅周辺は、

保健所・病院

・しかし、ロードサイド

空き店舗が目立ち始めるなど、

同地区においては、

事業に取組むなど

Check）

評価における検証

方法書の作成

成果の評価

実施過程の評価

効果発現要因の整理

今後のまちづくり方策

事後評価原案の公表

評価委員会の審議

最終評価結果

整備計画

の目標 

まちづくり

の課題 

で快適な和泉市の玄関として

都市基盤施設である道路の築造
の向上を図る

更新する観光情報ステーションを情報発信源と
促進するまちづくりを進める

的な地域整備により本市

交流活動を担うまちづくり
道路の整備や駅前

図り、和泉府中駅周辺地区一体の賑わい

府中駅周辺は、

病院などの行政機関が

ロードサイドの郊外型

空き店舗が目立ち始めるなど、

同地区においては、S63.3

に取組むなど、都市基盤

）の概要

検証のフロー

の作成 

の評価 

過程の評価 

発現要因の整理

のまちづくり方策

評価原案の公表

委員会の審議 

結果の公表

整備計画の内容

まちづくりの経緯

で快適な和泉市の玄関として

施設である道路の築造
向上を図る 

更新する観光情報ステーションを情報発信源と
促進するまちづくりを進める

より本市の都市核にふさわしい、

交流活動を担うまちづくりが課題である

道路の整備や駅前広場等の

図り、和泉府中駅周辺地区一体の賑わい

府中駅周辺は、駅を中心に

などの行政機関が集まり

の郊外型大型店舗

空き店舗が目立ち始めるなど、商業・業務

S63.3 月に「和泉府中駅周辺地区再生計画」を策定し、駅前

都市基盤の整った

の概要 

のフロー 

発現要因の整理 

のまちづくり方策 

評価原案の公表 

 

の公表 

の内容 

事後評価作業に
こと

◆ 

 事業
発現を計測・評価を行うとともに、住民
持続的
行います。
 以上の評価結果を基に、成功・失敗に関わらず、
の要因
の実施過程において得られた
ちづくりに関わる方策の検討を行いま

これまでの
せ、住民へ公表を行い

合理性
の意見を聴くための「評価委員会」を開催します。

評価委員会
公表

の経緯 

で快適な和泉市の玄関としてふさわしい地区

施設である道路の築造・改築する

更新する観光情報ステーションを情報発信源と
促進するまちづくりを進める 

の都市核にふさわしい、

が課題である 

等の歩⾏者ネットワークの整備により
図り、和泉府中駅周辺地区一体の賑わいの創出

駅を中心に企業・工場・

集まり、政治・経済・

大型店舗が進出

商業・業務活動

月に「和泉府中駅周辺地区再生計画」を策定し、駅前

整ったまちとして活性化を図っています

事後評価作業に
ことで評価を実施

 事後評価原案の作成

事業の実施状況
発現を計測・評価を行うとともに、住民
持続的なまちづくり体制の構築状況についても評価を
行います。 

以上の評価結果を基に、成功・失敗に関わらず、
要因の分析を行い、

の実施過程において得られた
ちづくりに関わる方策の検討を行いま

これまでの結果を取りまとめ、事後評価原案を完成さ
せ、住民へ公表を行い

合理性・客観性を担保するため、
の意見を聴くための「評価委員会」を開催します。

評価委員会での意見を
公表します。 

ふさわしい地区

することによ

更新する観光情報ステーションを情報発信源と

の都市核にふさわしい、

歩⾏者ネットワークの整備により
創出が課題である

工場・商店が立地し、市役所をはじめ警察署・

、政治・経済・文化

進出するようになり、

活動を取り巻く環境は

月に「和泉府中駅周辺地区再生計画」を策定し、駅前

まちとして活性化を図っています

事後評価作業について、いつ
実施するか、あらかじめ設定

評価原案の作成

状況・数値目標の達成状況
発現を計測・評価を行うとともに、住民

づくり体制の構築状況についても評価を

以上の評価結果を基に、成功・失敗に関わらず、
分析を行い、事業

の実施過程において得られた
ちづくりに関わる方策の検討を行いま

結果を取りまとめ、事後評価原案を完成さ
せ、住民へ公表を行い、意見等を反映させます

・客観性を担保するため、
の意見を聴くための「評価委員会」を開催します。

での意見を踏まえ
 

ふさわしい地区へと再構築を図る

ことにより、交通安全性、

更新する観光情報ステーションを情報発信源とし、地域の⽂化、交流活動

の都市核にふさわしい、活⼒ある商業・業務活動、⽂化

歩⾏者ネットワークの整備により
が課題である 

商店が立地し、市役所をはじめ警察署・

文化の中心的な役割

するようになり、

を取り巻く環境は

月に「和泉府中駅周辺地区再生計画」を策定し、駅前

まちとして活性化を図っています

、いつ・どのような作業を行う
するか、あらかじめ設定

評価原案の作成 

・数値目標の達成状況
発現を計測・評価を行うとともに、住民

づくり体制の構築状況についても評価を

以上の評価結果を基に、成功・失敗に関わらず、
事業の効果・影響、並びに事業

の実施過程において得られた知見を活かし、今後のま
ちづくりに関わる方策の検討を行いま

結果を取りまとめ、事後評価原案を完成さ
、意見等を反映させます

・客観性を担保するため、有識者
の意見を聴くための「評価委員会」を開催します。

踏まえ、事後評価の最終

へと再構築を図る

、交通安全性、

、地域の⽂化、交流活動

活⼒ある商業・業務活動、⽂化

歩⾏者ネットワークの整備により回遊性

商店が立地し、市役所をはじめ警察署・

の中心的な役割を果たしてきた

するようになり、和泉府中駅周辺地区

を取り巻く環境は変わりつつ

月に「和泉府中駅周辺地区再生計画」を策定し、駅前

まちとして活性化を図っています。

・どのような作業を行う
するか、あらかじめ設定します

・数値目標の達成状況等による効果
発現を計測・評価を行うとともに、住民参加プロセス、

づくり体制の構築状況についても評価を

以上の評価結果を基に、成功・失敗に関わらず、
の効果・影響、並びに事業

を活かし、今後のま
ちづくりに関わる方策の検討を行います。 

結果を取りまとめ、事後評価原案を完成さ
、意見等を反映させます。

有識者を含む第三
の意見を聴くための「評価委員会」を開催します。

、事後評価の最終結果

へと再構築を図る 

、交通安全性、歩⾏者の 

、地域の⽂化、交流活動

活⼒ある商業・業務活動、⽂化

回遊性の向上を

商店が立地し、市役所をはじめ警察署・

を果たしてきた

和泉府中駅周辺地区

つつあります。

月に「和泉府中駅周辺地区再生計画」を策定し、駅前再開発

。 

・どのような作業を行う
します。 

による効果
プロセス、

づくり体制の構築状況についても評価を

以上の評価結果を基に、成功・失敗に関わらず、そ
の効果・影響、並びに事業

を活かし、今後のま

結果を取りまとめ、事後評価原案を完成さ
。 

を含む第三者
の意見を聴くための「評価委員会」を開催します。 

結果を

 

、地域の⽂化、交流活動

活⼒ある商業・業務活動、⽂化、 

の向上を 

商店が立地し、市役所をはじめ警察署・

を果たしてきた 

和泉府中駅周辺地区でも

あります。 

再開発



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【

 

�

【高質

 

指標

和泉府中駅周辺が利用

しやすいと感じる市民

の割合(市民ｱﾝｹｰﾄ

【高次都市施設】

 観光情報ステーション

観光情報ステーション

の来館者数

        

� 効果発現

和泉府中駅周辺

でのイベント実施回

        

和泉府中駅周辺の

交通事故発生件数

        

【高質空間形成施設】

 和泉府中駅前広場

【道路事業】 

 和泉府中駅西線

指標項目 

府中駅周辺が利用

しやすいと感じる市民

市民ｱﾝｹｰﾄ)（

】 

観光情報ステーション（26.2 百万円）

情報ステーション

の来館者数 

       （

基幹

効果発現状況の確認

府中駅周辺地区

イベント実施回

       （回

府中駅周辺の 

交通事故発生件数 

       （件

空間形成施設】 

府中駅前広場（13.2 百万円）
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しやすいと感じる市民
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イベント実施回数 

（回） 

 

 

（件） 
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【高質空間形成施設】

 和泉府中北通り線

【道路事業】

 和泉府中北通り線百万円） 

生活基盤施設】 

和泉府中駅西線（2.2 百万円）
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移転
度の向上、
因と

 

観光情報ステーションの移転や
駅周辺の
空間などを利用したイベントが
実施され
れている

○：評価値が目標値を上回った場合

△：評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合

×：評価値が目標値には達して
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駅周辺の
の整備
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は減少している

中央線 

 
 

府中駅西線 

検証による総合所見

府中駅周辺地区（
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の、本整備計画期間
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周辺の道路整備・歩行者空間
の整備により、交通安全性の向
上が図られ、交通事故発生件数

減少している 

◆基幹
 
 
◆
 

による総合所見 

◆基幹事業
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道路整備等の効

現れている 

に目標値を上回っており、
に伴う利便性の向上、認知

利用者の増加が要
 

観光情報ステーションの移転や
整備により、道路
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整備・歩行者空間
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 観光情報ステーション
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今後の活用・改善の方針
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化などの事業を実施する
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備計画区域内だけでなく、その周辺

整備を行い、広域
的に都市空間の質の向上を図る。 

のイベントやまちづく
り活動などの発信拠点として活用

の数値指標 

設定した数値

目標以外の指標） 
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・交付対象
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・国費率

◆基幹事業 
高質空間形成施設
和泉府中駅前広場

事後評価

� 今後

〇活力ある商業・業務活動

たが、和泉府中北通り線のような高質空間が整備され、

ントなどの地域活動が

れている。

したイベント活動等も積極的に実施されており、周辺地区ににぎわいを創出する

体制・基盤は整ってきている。

⇒今後も
⾏われてきた基盤整備を活⽤したイベント活動を継続的に⾏えるよう⽀援を⾏
う。また、周辺商店街を地域の情報発信の拠点とするなど、地域の特色を活かし
た賑わいある和泉府中駅周辺地区の更なる活性化に努める。
整備区域内において、歩道のバリアフリー化などの事業を実施し、
性および快適性の向上を図って⾏く。

 

〇歩行者ネットワーク

の賑わいの創出が課題であったが、

該地区

⇒今後も
を⾏い
性）の

◆基幹事業
 道路事業
 和泉府中

◆基幹事業
 高質空間形成施設
 和泉府中

◆関連事業 
都市計画道路駅前広場

◆関連事業 
ペデストリアン

計画概要 

面積：14.8ha 

・交付対象事業費：244.2

実施事業費：217.1

国費率：0.4 

空間形成施設 
駅前広場 

事後評価 

今後のまちづ

ある商業・業務活動

、和泉府中北通り線のような高質空間が整備され、

ントなどの地域活動が

れている。また、観光情報ステーション（いずみの国観光おもてなし処）

したイベント活動等も積極的に実施されており、周辺地区ににぎわいを創出する

体制・基盤は整ってきている。

今後も、観光情報ステーション（いずみの国観光おもてなし処）など、
⾏われてきた基盤整備を活⽤したイベント活動を継続的に⾏えるよう⽀援を⾏

。また、周辺商店街を地域の情報発信の拠点とするなど、地域の特色を活かし
た賑わいある和泉府中駅周辺地区の更なる活性化に努める。
整備区域内において、歩道のバリアフリー化などの事業を実施し、
性および快適性の向上を図って⾏く。

歩行者ネットワーク

の賑わいの創出が課題であったが、

該地区内の居住者も

も、当該整備計画区域内だけでなく、その周辺地区について
を⾏い、一体の地区として、

の向上を図って⾏く
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府中北通り線 

事業 
空間形成施設 
府中北通り線 
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244.2 百万円 

217.1 百万円 

のまちづくり方策

ある商業・業務活動、文化

、和泉府中北通り線のような高質空間が整備され、

ントなどの地域活動が地元商店街等によ

また、観光情報ステーション（いずみの国観光おもてなし処）

したイベント活動等も積極的に実施されており、周辺地区ににぎわいを創出する

体制・基盤は整ってきている。

、観光情報ステーション（いずみの国観光おもてなし処）など、
⾏われてきた基盤整備を活⽤したイベント活動を継続的に⾏えるよう⽀援を⾏

。また、周辺商店街を地域の情報発信の拠点とするなど、地域の特色を活かし
た賑わいある和泉府中駅周辺地区の更なる活性化に努める。
整備区域内において、歩道のバリアフリー化などの事業を実施し、
性および快適性の向上を図って⾏く。

歩行者ネットワークの整備によ

の賑わいの創出が課題であったが、

も増加している。

、当該整備計画区域内だけでなく、その周辺地区について
一体の地区として、広域的に都市

を図って⾏く。 

 

 

【まちづくり

 観光情報ステーション

提案事業

くり方策

文化、交流活動

、和泉府中北通り線のような高質空間が整備され、

地元商店街等により実施されており、地域の活性化が図ら

また、観光情報ステーション（いずみの国観光おもてなし処）

したイベント活動等も積極的に実施されており、周辺地区ににぎわいを創出する

体制・基盤は整ってきている。 

、観光情報ステーション（いずみの国観光おもてなし処）など、
⾏われてきた基盤整備を活⽤したイベント活動を継続的に⾏えるよう⽀援を⾏

。また、周辺商店街を地域の情報発信の拠点とするなど、地域の特色を活かし
た賑わいある和泉府中駅周辺地区の更なる活性化に努める。
整備区域内において、歩道のバリアフリー化などの事業を実施し、
性および快適性の向上を図って⾏く。 

整備により回遊性の向上を図り、

の賑わいの創出が課題であったが、道路整備

増加している。 

、当該整備計画区域内だけでなく、その周辺地区について
広域的に都市

【まちづくり推進活動事業】

観光情報ステーション

和泉府中駅前

イルミネーション

事業・イベ

くり方策 

交流活動の基盤となる

、和泉府中北通り線のような高質空間が整備され、

り実施されており、地域の活性化が図ら

また、観光情報ステーション（いずみの国観光おもてなし処）

したイベント活動等も積極的に実施されており、周辺地区ににぎわいを創出する

、観光情報ステーション（いずみの国観光おもてなし処）など、
⾏われてきた基盤整備を活⽤したイベント活動を継続的に⾏えるよう⽀援を⾏

。また、周辺商店街を地域の情報発信の拠点とするなど、地域の特色を活かし
た賑わいある和泉府中駅周辺地区の更なる活性化に努める。
整備区域内において、歩道のバリアフリー化などの事業を実施し、

回遊性の向上を図り、

整備などにより

、当該整備計画区域内だけでなく、その周辺地区について
広域的に都市空間の質（交通利便性・快適性、安全

推進活動事業】（集客イベント）

観光情報ステーション（いずみの国観光おもてなし処）

いずみ音楽祭

和泉府中駅前 

イルミネーション

・イベント関連

の基盤となるまちづくりが課題であっ

、和泉府中北通り線のような高質空間が整備され、道路空間を活用したイベ

り実施されており、地域の活性化が図ら

また、観光情報ステーション（いずみの国観光おもてなし処）

したイベント活動等も積極的に実施されており、周辺地区ににぎわいを創出する

、観光情報ステーション（いずみの国観光おもてなし処）など、
⾏われてきた基盤整備を活⽤したイベント活動を継続的に⾏えるよう⽀援を⾏

。また、周辺商店街を地域の情報発信の拠点とするなど、地域の特色を活かし
た賑わいある和泉府中駅周辺地区の更なる活性化に努める。また、引続き、当該
整備区域内において、歩道のバリアフリー化などの事業を実施し、

回遊性の向上を図り、和泉府中駅周辺地区一体

により交通利便性は向上し、

、当該整備計画区域内だけでなく、その周辺地区についても継続して整備
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（集客イベント） 
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道路空間を活用したイベ

り実施されており、地域の活性化が図ら

また、観光情報ステーション（いずみの国観光おもてなし処）を活用

したイベント活動等も積極的に実施されており、周辺地区ににぎわいを創出する
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⾏われてきた基盤整備を活⽤したイベント活動を継続的に⾏えるよう⽀援を⾏

。また、周辺商店街を地域の情報発信の拠点とするなど、地域の特色を活かし
また、引続き、当該

整備区域内において、歩道のバリアフリー化などの事業を実施し、歩⾏者の安全

府中駅周辺地区一体

交通利便性は向上し、

も継続して整備
質（交通利便性・快適性、安全
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事業】 

まちづくりが課題であっ

道路空間を活用したイベ

り実施されており、地域の活性化が図ら
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